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中谷  青木文教師将来シンハラ写本及び同写本中の 「転法輪経」について

青木文教 師将来 シンハ ラ写本,及 び,

同写本中の 「転 法輪 経」について

中 谷 英 明*

1.青 木 文 教 師 将 来 シン ハ ラ写 本(目 録番号88、標本番号H64816)

 チ ベ ッ ト仏 教 に 関す る文 物 を 主 とす る青木 文 教 師 将 来 品 の 中 に あ って,こ の,お そ ら

くはそ の昔 誰 か 一人 の セ イ ロ ン人 の 所 持 品 で あ った と思 わ れ る一 綴 りの シ ンハ ラ写 本

は,特 異 と言 わ な け れ ば な らな い。 しか しな が ら,青 木 師 が いつ,ど こで,ど の よ う

な 経 緯 に よ って これ を入 手 す るに 至 った か,今 とな って は知 るよ しはな い よ うで あ る 。

と もあれ 我 々は 以下 に,ま ず 写 本 の概 要 を眺 あ,次 に そ の中 の一 本 を 精 査 して み た い。

 写 本 の形 状

 写 本 はそ の大 き さお よそ35cm×5cmの 貝葉69枚 か らな り,写 本 の 中央 部,左 端

と右 端 か らそ れ ぞれ9.5cmの と こ ろ に直 径5mmの 穴 が うが たれ,そ れ に紐 を通 し

て綴 じ られ て い る。

 文 字 は近 代 の シ ンハ ラ文 字 。 表 に6行(時 に7行)書 いた 後,そ れ を 向 こ うに倒 す

よ うに して 裏 向 けて,裏 面 に も6行(時 に7行)書 き込 まれ る。

 要 す るに最 も普 通 の シ ンハ ラ写 本 の形 状 で あ る。

 内 容

 写 本 の 尾部 に,こ の 写 本 に含 ま れ て い る経 典 の0覧 が あ り,そ れ は実 際 に見 出 され

る もの と一致 す る。 但 し,そ れ に は70葉 を 含 む と書 か れ て い るが,実 際 に は,先 に記

した如 く69葉 しか 存 在 せ ず,1葉 の紛 失 が あ った と思 わ れ る。

 経 典 一 覧 は次 の通 り。(1)はパ ー リ語,(3),(6)は パ ー リに 対 す る シ ンハ ラ語 注 釈,そ

の他 は シ ンハ ラ語 経 典 で あ る。

 筆 跡 か ら判 断 して,写 本 は元 来,(1)～(6)ま で の6経 典 の み か ら成 って いた と思 わ れ,

量 的 には全 体 の半 ば を 占 あ る(7),(8),(9)の3本,す な わ ち シ ンハ ラ語 経 典 は後代 に別

*神 戸学院大学教養部
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の写 経 生 が付 け加 え た もの と推 定 す る こと が で き る。

 こ こ に見 え る シ ンハ ラ語 経 典 はいず れ も,今 もス リラ ンカ で極 めて よ く流 布 して い

る も のば か りだ とい う1)。

         (texts)                         (f～)lios)

   (1)Dhammacakka-ppavattana Sutta    svasti-1～繹�2

   (2)Vess緡itt綏astuva           繹�2～1-2

   (3)Saran緘amana S偀raya(Sannaya)   1-2～au-2

   (4)K司akarama S偀raya          au.2～k繹�1

   (5) Apannaka Jatakaya            k繹�2～ko-1

   (6) Navaguna Sannaya           ko-2～khi-2

   (7)Dhammacakka-pavattana SUtraya   khi-2～kh緡-2

   (8) Buddhavamsa-desan�               .,_1～gu-1

   (9)Anagatavamsa-desan�          gu-1～g緡-1

2.Dhammacakka・PPavattana Sutta(転 法 輪 経)

 当 該 写 本 中 に見 え る 唯 一 つ の パ ー リ経 典 で あ るDhammacakka・PPavattana Sutta

は,仏 陀 が 悟 りを 開 い て の ち,五 人 の比 丘 の た め に 鹿 野苑 で は じめ て行 った 説 教 を 記

す 経 典 で あ る。 仏 陀 の生 涯 の中 で も極 めて 重 要 な意 味 を 持 つ この初 の説 法 は,経,律,

論,い ず れ の うち に もそれ に関説 す る もの が 少 な くな い が2),我 々 の本 文 は,次 の よ

うな 内 容 で あ る 。

 a.世 尊 に よ って,1)中 道,八 聖道,2)四 諦,3)四 諦 の三 転 十 二 行,が 説 かれ

る。

 b.こ れ を五 比 丘 が 賛嘆 し,Konda�a長 老 は法 眼を 得 る。

 c.こ の 初 の 転 法 輪 の知 らせ は,最 下 の 地 居 天 か ら次 々と上 の 天 界 に伝 え られ,色

界 の 最 上 天 にま で達 した。

 d.そ の 時,一 万 世 界 は震 動 し,無 量 の 光 が 現 わ れ た。

1)ペ ラデニヤ大学(ス リランカ)R・A・LH・Gunawardna助 教授の御教示による。 同氏には

 他 にも種 々の御教示を頂いた ことを深 く感謝する。9
2)「 転法 輪経」 に関 して は,古 くL駮n Feerの 長大 な論考がある[FEER l870:345二472】。パ

 ー リ,梵 本,漢 訳,チ ベ ット訳の諸伝承の比較に 関 して は,[水 野 1970:114-92]が 詳 しい。

 若干の内容比較研究は[BAREAU l963:172-182]に 見える。
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 これ は,二 十 数 種 に の ぼ る同 種 の 伝 承 中で は,当 然 の こと なが ら,パ ー リSamyutta-

Nik繦a[FEER 1898:420-424]の もの に よ く一 致 す る。

 但 し,上 記cに 於 て 色 界 の最 上 天 まで の天 名 を 挙 げ る こ と はパ ー リに もな く,た だ,

ス リラ ンカ に於 て後 代(10世 紀 以 降)に パ ー リか ら抜_一 して 編 ま れ,以 来 現 代 に至 る

ま で,公 私 の あ らゆ る機 会 に無 病 息災 ・招 福 を 祈 って 唱え られ る 護 呪 経典 集(Pirit-

pota)の 中 の 「転 法 輪経 」 にの み認 め られ る特 徴 で あ る3)。

 従 って 当写 本 は,パ ー リか らの直 接 の抜 き書 きで はな く,Pirit-potaか ら写 され た

もの と推 定 され る。

3.Dhammacakka-ppavattana Suttaテ キ ス ト

 護 呪Pirit(パ ー リ語 で はparitta)を 唱 え る儀 式 は,旱 魅,飢 饒,疫 病 な ど に際 し

て多 数 の 僧 侶 が 車 座 に な って 斉 唱 す る大 が か りな もの か ら[CiEiGER l 960:173-174]

[BEcHERT I 966:217],家 の新 築,葬 式,結 婚 式 な ど に 唱 え られ る もの[WINTERNITz

1972:80],さ らに,子 供 が床 に就 く前 に唱 え る一節[MALALASEKERA l928:75-

76]に 至 る まで,広 くス リラ ンカ の人 々の 間 で 行 わ れ,僧 院 に 限 らず,各 家 庭 に も

Pirit-potaは 備 え られ て い る と い う4)。 また ビル マに も 同 様 の 護 呪 経 典 集Mah繹�

Parittaが あ って,人 々に 親 しまれ て い る とい う[BoDE 1909:3]。

 この よ うに民 衆 の 日常 生活 と密 接 に結 び つ い て伝 え られ て 来 たPirit-potaに は,多

くの 異伝 が あ る と言 われ るが,そ の出 版 は甚 だ乏 しい4a)。 そ こで 当写 本(Ms.)の 「転

法 輪 経」 の全 文 を,パ ー リのPTS本(P・),及 び筆 者 の 入手 し得 たPirit-pota中 の 一

本('1'.)5)の 読 み と比 較 しつ つ,以 下 に転 写 して お きた い。 パ ー リ聖 典 と して 僧 院 の

中 で二 千 年 来 ほ とん ど不 変 の ま ま伝 え られ た もの と,民 衆 の 中 で親 しまれ て来 た もの

とは,上 記 の天 名 を除 いて は,か な り よ く一 致 して い ると言 え るだ ろ う。

 尚.テ キ ス ト図 版 をPP.201-204に 掲 げ て お く。

  略   号

Ms.:Manuscript(Aoki Collection manuscript of the Dhammacakkaごppavattana

   Sutta).

3)[水 野 1970:106]参 照 。 な おそ こに挙 げ られ る 『過 去 現 在 因果 経 』(大正 新 脩 大 蔵 経vol.3 ,

pp・644b-645a)の 本 文 はパ ー リ系 とは全 く異 な る か ら考 慮 に入 れ る必要 はな い。
4)Piritの 儀 式 に関 して は[WALDSCHMIDT l 934:139-150],[青 木 1980]に 詳 しい。
4a)筆 者 の 知 る 限 りは四 本 の み[青 木1980],[GRIMBLOT-FEER 1871] ,[高 楠 1922],[FRANK-
FURTER I883]。 しか も前 三 者 は抜 葦 で あ る(最 後 の 一 本 は筆 者 未見)

。5)[高楠 1922
:8-13]。 この稀 襯 書 を貸 与 下 さ った法 宝 義 林 研究 所 のHubert Durt氏 に 謝 意

を表 した い。
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P.=Pali Text Society's edition[FEER l898:420-424].

T・:Takakusu's edition[高 楠 1922:8-13].

                 Dhammacakka-ppavattana Sutta 

 (svasti-1, 1. 1) namo tassa bhagavato arahato  sammäsambuddhassa /  evarn 
me6)  sutarn  ekam  samayam  bhagavd  baranasiyam7) viharati isipatane migadaye 

/ tatra kho (1. 2) bhagava  pafica-vaggiye  bhikkfi  dmantesi dveme bhikkhave 
 antes pabbajitena na  sevitabb5. / 8)yo  cayaip  kamesu  käma-sukhallikanuyogo 

(1. 3) hino gammo pothujjaniko anariyo  anattha-sarnhito yo  cayam attakila-
mathanuyogo dukkho anariyo  anattha-sarnhito  e-(/.  4)te kho9) bhikkhave ubho 

ante anupagamma  majjhima  patipadd tathagatena  abhisambuddhd  cakkhu-

karani  fiana-karani  upasamaya  5)bhififiaya  sambodhaya  nibbanaya 

samvattati / 

 katama, ca  sa bhikkhave  majjhima  patipada  tathagatena  abhisambud-

dha  cakkhu-karani  liana-karani (1. 6) upasamaya  abhirifidya sambodhaya 

 nibbanaya  samvattati / ayam eva ariyo  atthaiigiko maggo /  seyyathidam /  sam-

maditthi  samm5.-samkappd (svasti-2, 1. 1)  sammd-vdca  sammd-kammanto  sam-

majivo  samma-väydmo  sammd-sati  samma-samadhi  ayam kho  sa bhikkhave 

 majjhim5,  patipada tathagatena  abhisambuddha / (1. 2)  cakkhu-karani  fidkla-

karard  upasamdya  abhifilidya  sambodhaya  nibbanaya  samvattati/19) 

 idam kho pana bhikkhave  dukkharn  ariya-saccamil)  jäti pi  dukkha  jars 

pi  dukkha (1. 3)  vyadhi pi  dukkha  maranam pi  dukkharn / appiyehi sampayogo 
dukkho piyehi vippayogo dukkho / yam p'iccham na labhati tam pi  dukkharo 

(1. 4)  sarnkhittena  paric'upaddna-kkhandh5.  dukkh5. / 
 idam kho pana bhikkhave  dukkha-samudayam  ariya-saccarn12)  yäyam 

 tarAhd  ponobbhavik5,13) (1. 5)  nandi-raga-sahagata  tatra-taträbhinandini  I 

 seyyathidarn /  käma-tanhä  bhava-tanhä  vibhava-tanhä 

 idam kho  pana bhikkhave  dukkha-nirodham  ariya-(l. 6)  saccam14)  yo15) 

 tassa yeva  tanhdya asesa-viraga-nirodho  cago  patinissaggo mutti  analayo / 

 6) Ms. mme. 
 7) Ms. baranasiya. 
 8) P. T. add here katame  dye/. 

 9) Ms. ete. 
10) After ponctuation, Ms. adds superfluous cakkhukara. 
11)  Ms.-sajjam. 
12)  Ms.-saccham. 
13) Ms.  ponobhavika. 
14) Ms.  saccham. 
15) Ms. so. 
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   idam kho pana bhikkhave  dukkha-nirodha-16) (sidham-1, 1. 1)gamini  pati-

pada,  ariya-saccam 
   ayam eva ariyo  atthaligiko maggo /  seyyathidam  samma-ditthi  samma-

samkappa  samma-va.cd  sammd-kammanto  sammd-(1.  2)äjivo  sammd-vayamo 

 samma-sati  sammd-samadhi / 

 idam  dukkham ariya-saccan ti me bhikkhave pubbe ananussutesu dham-

mesu / pe  tam kho  pan'idam  dukkham  ariya-sa-(l.  3)ccam  parifinEyan  ti me 

bhikkhave pubbe ananussutesu  dhamrnesu / pe /  tam kho  pan'idam17)  dukkham 

 ariya-saccam  parifiliatan18) ti me bhikkhave (1. 4) pubbe ananussutesu 

dhammesu / pe / 

 idam  dukkha19)-samudayam ariya-saccan ti me bhikkhave pubbe ananu-

ssutesu dhammesu / pe (1.  5)/  tam kho pan'  idam  dukkha-samudayam  ariya-

saccam  pahatabban ti me bhikkhave pubbe ananussutesu dhammesu / pe /  tarp 

kho  pan'idam dukkha-sa (1. 6)  mudayam  ariya-saccam  pahinan  ti") me 

bhikkhave pubbe ananussutesu dhammesu / pe / 

 idam  dukkha-nirodham  ariya-saccam21)  bhävetabban22) ti me bhikkhave 

pubbe ananussutesu  dha-(/.  7)mmesul pe /  tam kho  pan'idam  dukkha-nirodha-

gamini  patipada  ariya-saccam  bhävitan ti me bhikkhave pubbe ananussutesu 
dhammesu  cakkhum  udapädi  fidnam  uda-(sidham-2, 1.  1)pädi  patina,  udapädi 

 vijja  udapädi  dloko  udapädi / 

 yavakivail23) ca me24) bhikkhave imesu25) catusu ariya-saccesu evan 
 ti-parivattam  dvadasakaram  yathabhfitarn  fidna-da-(1.  2)ssanam  na26) 

suvisuddham ahosi / n'eva  tävaham bhikkhave sadevake loke  samaxake sabrah-

make  sassamana-brahmaniya27)  pajaya  sadeva-manussaya  anuttaram  sammä-

16) Ms. adds  nitrodharn  ariya-saccharn, superfluous. 
17) Ms.  idham. 
18) Ms.  parififieyan. 
19) Ms.  dukkarn. 
20) Ms. pahinam. 
21) Ms. omits here, probably erroneously, the following sentences: ti me bhikkhave pubbe ananussutesu 

  dhammesu / pe /  tarn kho  pan'idam  dukkha-nirodharn  ariya-saccani  sacchikatabban ti me 
  bhikkhave pubbe ananussutesu dhammesu / pe /  tarn kho  pan'idam  dukkha-nirodharn  ariya-

  saccarn sacchikatan ti me bhikkhave pubbe ananussutesu dhammesu pe  idam  dukkha-
  nirodha-garnini  patipadd  ariya-saccani. 

22) Ms.  bhâvvetabban. 
23) Ms.  yakivan. 
24) Ms. omits me. 
25) Ms. ime. 
26) Ms. omits na. 
27)  Ms.-bbrahmaniyd. 
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 sa-(1.  3)mbodhim abhisambuddho ti28)  paccalniasirn / 

   yato ca kho me bhikkhave imesu catusu ariya-saccesu evan  ti-parivattarn 
 dvadasakararn  yatha-(l.  4)bhiltarn  nana-dassanarn  suvisuddham ahosi /  athaham 

bhikkhave sadevake  Joke  samarake sabrahmake  sassamana-brahmaniya pajaya 

 sa-(1.  5)deva-manussaya /  anuttaram,  samma-sambodhirn abhisambuddho  ti28) 

 paccafifiasim /  fianati ca pana me  dassanarn  udapadi  akuppa me ceto-vimu-

(1. 6)tti ayam  antimä jati n'atthi  dani punabbhavo ti / 

   idam avoca  bhagava  atta-mana  parica-vaggiya  bhikkii bhagavato  bhasitarn 

abhinandanti / 

 (a-1,  1. 1)  imasmi1130) ca pana  veyyakaranasmirn  bhailliamane  ayasmato 
 konclafifiassa  virajarn  vita-malarn  dhamma-cakkhum  udapadi  yam  kifici 

 samudaya-dhammarn sabban  tam nirodha-dhamman ti  / 

 (/. 2) pavattite ca pana bhagavata dhamma-cakke  bhumma  deva saddam 
 anussavesurn etam bhagavata  baranasiyam isipatane migadaye  anuttararn 

 dhamma-cakkarn  pavattitarn  (1. 3)  appativattiyarn31) / samanena  va  brah-

manena32) va," devena  va  marena  va  brahmuna  vä kenaci  v5.33) lokasmin  ti / 

 bhummanam de-  (1.  4)vanarn34)  saddam  sutva  catum-mahardjika35)  deva 

saddam  anussavesurn / pe /  catum-maharajikanarn  devanam  saddam  sutva 

 avatirn-(1.  5)sa  deva saddam  anussavesurn / pe /  tavatirnsanarn  devanarn 

 saddam  sutva  yams  deva saddam  anussavesurn / pe /  yarnanarn  devanarn 

 saddam  sutva  (1. 6)  tusita  deva saddam  anussavesurn pe /  tusitanarn  devanarn 

 saddam  sutva  nimmana-rati  deva saddam  anussavesurn pe /  nimmana-ra- (a-2, 

 1.  1)tinam  devanarn38)  saddam  sutva para-nimmita-vasavattino  deva saddam 

 anussavesurn / pe / 

 paranimmita-vasavattinarn  devanam  saddam  sutva  brahma-pari-  (1. 2) 
 sajja37)  deva saddam  anussavesurn / pe /  brahma-parisajjanam  devanarn 

 saddam  sutva  brahma-purohita  deva saddam  anussavesum / pe /  (1. 3) brahma-

28) Ms. T. omit ti. 
29) Ms. omits ti. 
30)  Ms. 
31) Ms.  appativattiyam. 
32) Ms.  brahmanena. 
33) T. omits  vd. 
34) Ms.  detamvänarp. 
35) Ms.  cetummaharajika. 
36) Ms.  devann. 
37) P. has only  brahma-kayika, omitting all the other names of deva which follow from hence in Ms. 

  and T. 
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 purohitanam  devanam  saddarn  sutva  mand-brahrna-  deva38) saddam  anus-
savesum pe  / 

 maha-brahmanam38)  devanam  saddarn sutva  (1. 4)  parittabha  deva 

saddam  anussavesum / pe /  parittabhanam  devanam  saddarn  sutva  appamd-

nabha40)  deva saddam  anussavesum / pe  (1.  5)  /  appamanabhanam41)  devanam 

 saddarn  sutva  abhassara deva saddam  anussavesum pe / 

 abhassaranarn  devanam  saddarn  sutva  paritta-su-(1.  6)bha  deva saddam 

 anussavesum pe /  paritta-subhanarn  devanam  saddam  sutva  appamana-subha 

 deva saddam  anussavesum / pe /  (a-1,  1. 1)  appamana-subhanarn  devanam 

 saddam  sutva  subha-kinhaka  deva saddam  anussavesurn / pe / 

 subha-kinhakanarn  devanam  saddarn  sutva  vehapphala  (1. 2)  deva saddam 

 anussavesum / pe /  vehapphalanarn  devanam  saddam  sutva  aviha42)  deva 

saddam  anussavesum pe /  avihanam  devanam  (1. 3)  saddam  sutva atappa  deva 

saddam  anussavesum / pe  atappanam  devanam  saddam  sutva sudassa  deva 

saddam  anussavesum /  (1. 4) pe  suddassanarn  devanam  saddam  sutva  sudassi 

 deva saddam  anussavesum / pe /  sudassinarn  devanam  saddarn  sutva  aka-(1.  5)- 

nitthaka  deva saddam  anussavesum  1 pe / 

 etam bhagavata  baranasiyarn isipatane migadaye  anuttararn  dhamma-

cakkam  (1. 6)  pavattitam  appativattiyam43)  samanena  va  brahmanena44) 

va devena va  marena va  brahmuna  va kenaci  va  lokasmirn45)/ 

   iti ha tena  kha-(4-2, 1.  1)nena tena layena46) tena muhuttena yava  brahma-

loka saddo abbhuggacchi47) /  ayari ca48) dasasahassi-loka-dhatu  samkampi48) 

sampavedhi  appama-no ca  (1. 2)  ularo  obhaso loke  patur-ahosi atikkamma 

 devanam  devanubhavan ti / 

   atha kho bhagava  udanarn  udanesi  arena-(1.  3)si vata bho  konclafifio 

 alifiasi50)  vata  bho  konclafitio  ti  /  iti  h'idarn  ayasmato  konclafiriassa 

 38)  Ms.  sadeva. 
39) Ms.  mahabrahmânam. 
40) Ms.  appamanabhd. 
41) Ms.  appamanabhänarp. 
42) In T. is given, between  vehapphala and  aviha,  asafiria-sattd, an item which is indeed needed to 

 make  up the traditional Pali number of 16  rupa-brahmaloka, but is often not included here. 
43) Ms.  appativattiyam. 
44) Ms. brahmanena. 
45) Ms. lokasmi. 
46) Ms. omits tena layena. 
47) T.  abbhugganchi. 
48) T. adds kho after  ca. 
49) Ms. sakampi. T. adds  sarppakampi after  sarpkampi. 
50) Ms. si. 
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